
論 文

タ イ 語 文 献 に つ い て (1)
∨

- NangsdChaeknaiKanKusonl'-

石 井 米 雄

本稿はタイにおいて出版されているタイ語文献を可能な限り具体的な形で紹介●し,今後これ

らのタイ語文献を利用してタイに関する特定研究を行おうとする研究者の優に供することを目

的とする｡

タイ語文献を網羅的にとりあげた文献目録は,わが国はもとより欧米諸国においてもまたタ

イ自体においてもまだ刊行されていないようである2)0

これまで行われたタイ語文献の紹介としては,まず歴史の分野では P.Petithuguenin:ttNotes

critiquespourserviral'histoireduSiam''BEFEO16.1916,pp.1-21.が基本的であるが,

この論文の現れた当時はタイ言吾文献の刊行が今日ほど盛でなかったため,ここに収録されてい

るタイ語文献の 数はあまり多 くない. ｢国王親筆版｣の名で知られているアユタヤ史 (Phra-

ratchabhongsawadanchabaPPhraraichahatthalekha)の巻頭にのせられたダムロン親王の

史籍解題 (ttTamnan Nangs凸 Phraratchaphongsawadan"pp.1-50)は 0.Frankfurterに

よって英訳され JSS に発表されている3)0

この論文はスコータイ史,アユタヤ史の基本的な文献を一通 り網羅 しており有益であるが,

英訳は文献名までも英訳してしまっているので原本との照合がやや不便である｡戦後はとくに

米国の学者を中心にタイ語文献の利用が盛であるが,中でもW.F.Vella:SiamundcrRama

′∫′.New York,1957.のpp.148-156所載の BibliographyI.MaterialsintheSiameseLan･

guageには簡潔な annotation と共に80点余のタイ語文献が紹介されており, きわめて有益

である｡

1) タイ語の表記法は W.F.Vellaが SiamunderRamaIZIで用いた方法に従う0

2) タイのチエラvt]ンコン大学 (ChulalongkQnMahawitthayalai)から先年,タイに関する欧米諸国
語の文献目録(ChulalongkQnUniversity:BibliographyofMaterialaboutThailandinWestern
Languages.Bangkok,1960)が出版され, これに引続きタイ語文献目録を作成中であると聞くが,
未見である｡
3) PrinceDamrong:tTheStoryoftheRecordsofSiameseHistory"JSS ll,pt.2.1915.
ReprintedinTheSiam SocietyFiftiethAnniversaryCommemorativePublication.vol.1.
Bangkok,1954.pp.79-98.
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文学の領域では P.Schweisguth:EtudeCurlalittdraturesiamoise.Paris.1951.409p.

が最も詳しい｡

J∫∫のタイ語文献紹介 RecentSiamesePublicationsは,近刊の主なタイ語の害者 (後述の

Nangsdehaekを含む)をとりあげ毎回かなり長文の批判的解説を行っており見逃せぬ資料と

なっている｡

これまでわが国では,タイ語文献の組織的紹介がほとんど行われなかったが,これはわが国

のタイ語研究者の数が少なかったという理由のほかに,後述するようなタイの特殊な出版事情

にさまたげられて,タイ語文献の入手が著 しく困難であったことに大きな原因があるものと思

われる｡

しかしタイ全体の教育水準が上昇し,読書需要が増大するにつれ,通常の商業ベーシスによ

る出版も次第に活発となりつつあるので, 今後はタイ語図書の入手もやや容易となり, わが

国におけるタイ語文献の利用度は大いに高まるものと期待される｡ そこで今回は, タイ国独

特の出版形態であり,且つタイ語の重要文献の大半がこの形によって出版されているいわゆる

NangsdehaeknaiRanKuson或いは略して Nangs丘ehaek(頒布本)と呼ばれるタイ独自

の出版物につき解説 し,これに引続いて行う予定の個々の文献紹介-の序説としたいと思う｡

Nangsdehaekとは,NganKusonと呼ばれる個人的な宗教上の諸行事を行うにあたり,こ

の行事に参加し,奉仕した参会者に対する一種の ｢引出物 (KhQngCham Ruai)｣として行事

の主催者 (ehaoPhap)により ttehaek(頒布)"される書物のことである｡宗教行事の ｢引出

物｣として書物を頒布 するという慣習は 1876年に始まったとされているが (後述 pp.llf.参

(別表) 芸術局の許可を得て刊行された NangstfChaek

年 度 l冊 数
1901/2

1902/3

1903/4

1904/5

1905/6

1906/7

1907/8

1908/9

1909/10

1910/ll

1911/12

1912/13

1913/14

1
1
3
2

年 度 座 数日年 度 匝 数 日 年

1914/15

1915/16

1916/17

u 1917/18

4日 1918/19
3
5
4
3
6
10
21
ll

1919/20
1920/21
1921/22
1922/23
1923/24

1924/25

1925/26

-LI三 三 三':

38 .日 929/30

紺 喜…I,喜妻
61

68

78

1934/35
1935/36

1936/37

二三 三 :_≡

5

1

8

5

4

2

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

5

1

6

1

計

(註 ) 原本は仏歴によって い る｡1939年まで仏歴は4月～3月であった｡ 例えば仏歴2444年は
1901年4月から1902年3月まで｡1940年法律により歴年は1月～12月と改められた｡した
がって仏歴2483年 (1940年)は9カ月しかない｡
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研

表

紙

照),これが今日のように広 く一般に普及 したのはようやくラーマ6世 (1910-1925)になっ

てからのことである (別表参照)0 NganKusonと呼ばれるいわゆる功徳を生ずる儀式として

は,Nangs凸ehaekに関する限り,｢葬儀 (NganSpp)｣が最も多い｡ この場合頒布される書

物は Nangsd ehaeknaiNganSopと呼ばれる｡この外 ｢誕生祝｣(N.e.naiNganTham

BunWanKoet),｢賀寿の祝｣(N.己.naiNgan Than BunAyu,たとえば KhropSam RQP

満36才,KhropHaRQp還暦など)またかつての王族 ･貴族の昇叙 ･昇任等の祝賀 (N.a.nai

NganChalQngLdanKrom 又は LBanYotBandasak)の場合などがある.

印刷頒布される書物の内容は喪主などその刊行者により各人各様で一概には言えない｡例え

ばソンクラー県出身の人の葬儀に際し ｢ソンクラー年代記｣を刊行すると言う場合に見られる

よう故人と何らかの関係をもったテーマが選ばれる場合もある.又故人が著作家であった場合
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はその遺著が刊行されることもある｡又故人とは無縁であるが,偶々その書物の刊行が望まれ

ているという理由で本の選択がなされる場合もある｡

国立図書館 (HQSamuthaeng Chat)は多数の ttNangsdKhQi''4', ttBaiLan(且多羅菜)"

を所蔵しているが, これらの文献の刊行はほとんど Nangsdehaekの形をもって行われて来

た｡ (最近に至り, かつて Nangsaehaek として出版された書籍中需要の固定したものを商

業出版社がとりあげ商業ベーシスで出版をはじめるようになった｡)

上述の理由により歴史, 文学等の領域で資料とするに足る文献の大半は Nangs凸ehaekで

4) Kh()i(Streblusasper)の樹皮を材料としてすいた紙を用いた横型折本｡現存するタイの古写本中
紙を用いたものは概ねこの形態をとる｡紙の地色により二種に分れ,黒色のものをSamutthaidam,
白地のものを Samutthaikhaoという｡
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あるが,1901年から1949年までに,Nangsaehaekとして出版された国立図書館所蔵本の数は

延1,615冊に達している (別表参照)｡その内容はすべて芸術局の刊行した2冊の目録5) 中に収

録されている｡

Nangstiehaekの体裁 :

ここで Nangs凸ehaekの代表的なもの一点を選び出し, 写真について具体的に解説するこ

ととしたい.選んだ書物は The Northern Annalsとしてよく知られている Phongsawadan

yl.fT.』d●d_Yl.打.』ddは

困

故
人
の
写
真

5) (i)国立図書館所蔵本刊行目録索引第1巻 (SarabanKhonRiiangLem1natNangsilPhim 芦hak
TonChababkhQngHQSamuthaengChatP.S.2444thiingP.S.2470.Bangkok,2484.
289p.), (ロ)国立図書館所蔵本刊行目録 (BanchiNangsilthiPhim EhakTonChabaL)natHQ
SamuihaengChat.Bangkok,1949(?)36p.)タイ語文献目録のない現在では(i)(ロ)いずれも重要
な価値をもつ文献といえよう｡
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Niiaである6)0

Nangsd ehaekの装丁はほとんどが紙装であるが,刊行者に資力がある場合には限定部数に

ついてのみ革装,レザー装などを作成 して特に身分の高い参会者に対する頒布用として用いる

こともある｡

図版 (j)(｡)に示すように表紙と扉は全く同一の体裁である場合が多いO

(1)は原本所蔵者たるワチラヤン図書館 (国立図書館の前身)の印章である｡ 芸術局の印章

6) 本書はすでに1850年に J.B.Pa11egoixによって紹介されており (D.J.B.Pallegoix:Grammatica
LinguaeThai.Bangkok,1850.pp.158-160.)後に M.C.Nottonはその全訳を試みている (M.C.
Notton:LegendesCurleSiametleCambodge.(AnnalesduSiam γol.4.)Bangkok,1939･
Ⅰト118p.).
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には Galle!aが用いられる.

(2) 題 名 :PhongsawadanNda.

(3) 喪主の姓名,この例の場合では故人の未亡人 :Khunying(Chda)Thanarat.

(4) 印刷の因縁 :火葬に際し国王より火を賜わる儀式を行うにあたり印刷 した,とある｡

(5) 故人の姓名 :MahasawekThoPhrayaThanarat(Sangiam Singhalaka)

(6) 火葬の場所 :テープシリン寺院

(7) 日 付 :仏歴2474年未年

(8) 印刷所名 :Sophon印刷所

大低の場合扉に続いて故人の写真が掲げられる(図版(/l))0

これに ｢序文｣が続く｡序文は原本が国立図書館の場合であれば,その館長,王立翰林院な

℡
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再

故
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の
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どの名で行われることが多い (図版巨)㈱)0

(1) 序 文 (Kham Nam という)

(2) この部分は Nangsd ehaek として当該の書物がえらばれたいきさつについて説明が行

われるのが普通である｡

この本の例でみると, 喪主である Khunying Thanaratが亡夫の遺体を茶毘に附すに

あたり国王陛下より火葬の火を賜わる (PhraratchathanPhloengSop) こととなったの

でその際頒布すべき N.a.一点の選択および王立翰林院との連絡を phrayaSakQn某に

委嘱したところ, phrayaSakQn はすでに刊行されたことのある ((Phongsawadan Nda》

を希望し翰林院に対し同書の 印刷についての許可を求めて来たので許可を与えた, とあ

る｡
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(3) この部分は 《PhongsawadanN血a》自体についての解説である｡この部分が拡大され独

立した論文をなす場合にはテキストの直前に解説としておかれることが多い｡

(4) この部分は喪主の善行に対する頒辞をもってしめくくりとする場合が多い｡

(5) 序文の筆者-原本の印刷許可者 :王立翰林院

(局) 日 付 :仏歴2474年11月21日

序文につづいて故人の略歴などが来る場合が多い｡タイ人は一般に生前自己の履歴を公にす

ることを好まぬ傾向があるのでこの部分はWhoWasWhoとしても利用価値がある(図版(jl))O

これに目次 (Saraban)が続く(図版 (り)0

ここから本文に入る(図版 朗).

以上が Nangsaehaekの典型的な例であるが,Nangs丘ehaekの習慣が一般化するにつれ
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この体裁にも個人の趣味を加えた各種の変種が現われるようになっている｡

Nangsaehaek の由来 :

｢引出物｣(KhQngCham Ruai) として書物が 頒布された最初は仏歴 2419年 (1876/77)に

AksQraSaSanaSOphon殿下が Krommam凸n から Krommakhun に昇任した祝賀の宴に,Non･

thukaPakaranam なる書を印刷頒布したことに始まると言われているが当時は印刷用の洋紙

がきわめて高価であったため同殿下のように王室印刷局の監督者という特別の立場においては

じめてよく為しえたことであり,この後に続 く者はなかったという7)0

1880年に至り,チュラロンコン王ラーマ5世 (1868-1910)が水死したスナンタ王妃と愛児

7) SanguanAnkhong:SingraeknatMilangThai.Chut3.Bangkok,1960.pp.461f.
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の霊を弔うためその葬儀に際して読詞用経典10,000部を印刷 して憎伽に寄進している8)｡

その後 Nangsaehaekの習慣は次第にひろまり,バ ンコック歴108年 (1890/91)には ehao

PhrayaMahintharasakthamrongが満70才の賀寿の祝を行った際仏教書一点を 印刷頒布した

が,これが誕生,賀寿の祝賀に Nangsaehaekを印刷 した最初といわれる9'｡

10年後の仏歴2443年,バンコック歴119年 (1900/1)バンコックの BenehamabQPhit寺院内

に今日の国立図書館の前身たる HQPhutthasasanasangkhahaが設立され,Krom PhraSom-

mot-amQraphanが館長に就任した｡ Sommot殿下は同文庫の所蔵本を整理 して目録を作成 し

たがこれらの書物を諸行事 (RanKuson)の ｢引出物｣として印刷刊行し,同文庫所蔵本の普

及をはかると同時に散逸を防ぐことを考え出した｡同殿下のかかる構想は仏歴2444年(1901/2)

ehaoKhum ehom MandaSamliの葬儀に際し,KrommamBnPhongsadisonmahipが読話用

経典(NangsゐRゐangSuaimon)一巻1,000部を印刷 し,PhranangehaoSukhumanmarasiに献

上 したのをはじめとし,次々と賛同者を得,同文庫所蔵本を乞うて印刷に付 し Nangsaehaek

とする者の数は次第に増加して行った10)0Phutthasasanasangkhaha文庫はその後 HQSamut

samrapPhranakhQnを経て今日の 国立図書館と発展 したが, 同図書館の所蔵本を Nangsd

ehaekとして印刷刊行する習慣は今日益々盛んとなっている.
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